
実施主体 草津市　（案） 参照：こども家庭庁

対象
市内小学校（３年から６年）の児童と保

護者を想定

6歳からおおむね30歳までのこども・

若者の方

方法 学校へ依頼、Webなど検討中 Web

期間 令和６年3月を予定
令和５年７月25日

　～令和５年８月８日

設問数 １０問程度を想定 １３問

回答数
（参考）

　対象児童数：約5,800名
2,573名

【アンケートの趣旨・目的】

　子どもの居場所について、子どもが必要とする居場所がどのような場所であるのか、

　保護者が子どもにとって必要としている場所はどのようなところかなどを把握する。

　また、結果を比較するなどにより、今後の施策推進の基礎資料とする。

　

【主なアンケート項目分類】

　・年齢

　・性別

　・居場所の有無

　・居場所の機能（居心地など）

　・居場所に望む機能（居心地など）

【集計結果の活用（案）】

　学年 × 小学校区 × 性別 × 居場所の有無

　学年 × 小学校区 × 性別 × 居場所のニーズ

　学年 × 居場所と感じている場所が物理的にどのような場か

　学年 × 居場所と感じている場所が機能的ににどのような場か

　学年 × 居場所利用前後での変化

　学年 × 居場所への要望 × （居場所への要望）

　学年 × 居場所がない理由

（仮称）居場所についてのアンケート　（案）

資料４


